
５年 家庭科

「ものやお金の使い方」



単元の指導計画 本時の指導案

東京書籍「新しい家庭」年間指導計画作成資料【５・６年】より



②全員のスタンプを集計
機能を使ってまとめ、そ
の結果を教師機、児童機
に表示する。

生活の中でお金はどのように使われて
いるのだろう。（タブレット）

①教科書の挿絵の中
で、お金が使われて
ると考える場面にス
タンプを押す。

③児童は自分の考えと異
なる場所に置いている児
童に質問し、新たな考え
に触れることができた。



どんな物やサービスにお金を使って
いるのだろう。（話し合い活動）

①物、サービスごとに話し合い、
日常生活でお金が使われている
場面をホワイトボードに記入。

②「物」「サービス」に分けることで、
見えないものにもお金が使われている
ことに気が付くことができた。



限りあるお金やものを大切に使うために、
できることは何だろう。（タブレットの活用）

①一人一人が自分の考えをタ
ブレットに入力。

②考えを提出し終えた児童から、
画面上で友達の考えを読むこと
ができる。共感したときには、
「共感」ボタンを押し、意志表
示ができる。



限りあるお金やものを大切に使うために、
できることは何だろう。（振り返り）

①友達の意見を読んで、共感
したり、気が付いたりしたこ
とを発表し合う。

②友達の考えと自分の考えを合わ
せて発表することで、より深い気
付きに結び付いた。また、板書に
残すことで、全員でのまとめとす
ることができた。



成果
◯タブレットを活用することで、短い時間で多様な考えに
触れることができた。また、そこで気が付いたことを自分
の言葉にして発表することで、目的に合った物の選び方や
買い方の工夫について理解を深めることができた。

○スタンプ集計機能を使用することで、一人一人の考えを
大切にしながら、全体の考えを素早く共有したり、意外な
場所にスタンプを置いている児童の考えを紹介したりする
ことができた。

○タブレットの活用場面と話合い活動を組み合わせたこと
で、主体的・対話的に学習する児童が多く見られた。



課題
◯スタンプ集計機能など、特定のアプリケーション
ソフトでないと活用できないものがある。

○タブレット上の考えに触れる時間と、全体での考
えを深める時間との区切りを明確にするため、全体
発表の際には、タブレットを閉じる等、児童の注意
を向けるための工夫が必要である。

○文章を入力するためのタイピング練習が十分でな
いと個人差が出てしまうため、系統的な学習カリ
キュラムが必要である。


